法務教官　第2次試験　人物試験
場　　所：法務省東京矯正管区（さいたま新都心合同庁舎2号館）
集合時間：8時30分
状　　況：　第1次試験地が東京都の人と（何故か）仙台市の人は全員同じ時間に同じ場所に集合（教官Aも教官Bも）。8時半に受付を開始し、全員控え室でしばらく待機。9時からオリエンテーションが始まり、流れを説明される。面接室は教官A用に6室、教官B用に2室用意されており、受験番号順に割り振られている。各面接室の1番目の人は10時、最後（15番目）の人は14時半の予定だったが、両区分とも5名ほど辞退者がいたため（教官A88名、教官B26名の予定だった）、最後の方の人は、辞退者の時間のところに回されることに（私含む）。身体検査の順番は、①教官Bで、11時15分以降に面接が予定されている人②教官Bの残りの人（面接が終わった人）③教官Aで13時45分以降に面接が入っている人（ここで午前が終了）④教官Aの残りの人（午後）。教官Bの人は、面接の時間によっては午前中に全て終わる人も。教官Aの人は大凡14時半くらいに終了。
最初の受付で「面接カード」、「採用志望カード」を提出。身体検査と面接が終わり次第、「受験確認カード」（当日配布）と「住民票記載事項証明書」を提出し、退室。
面接時間：約15分（13時45分～14時）
面接室　：面接官は3名（女性1名、男性2名）。受験生と面接官との距離は約1m。
全　　体：質問はほとんど面接カードに書かれたことに沿って、半ば事務的になされる。突っ込んで聞かれることも殆どなく、全体的に和やかな雰囲気。ただ、国Ⅰの時よりも、人間的な部分を見ているな、という感じがした。
感　　想：①質問が面接カードに沿ってなされるので、自分が質問して欲しいことを書き、言いたいことをもれなく述べるのがポイントになりそうだと感じた（国Ⅰと同じ）。
　　　　　②教育職の色が濃いためか、あまり心理学のことは聞かれない。逆になぜ心理学を選考していて法務教官なのか、といったことが聞かれる。
　　　　　③今年は聞かれなかったが、一般教育と矯正教育の同一点と相違点くらいはまとめておいた方が良い。心理職を受けている人にとっては、この手の質問をされると、準備をしていないだけに焦る可能性がある。
　　　　　④余談だが、熱血先生（の卵）のような人がいて、ちょっとだけ圧倒される。
質問事項：真ん中の面接官をA（男性）、向かって左側をB（女性）、右側をC（男性）とする。
　　　　　A：（面接時間が後ろの方だったので）（面接まで）長く感じたか。お昼はちゃんと食べたか。
　　　　　A：今までにこのような面接は受けたことがあるか。
　　　　　　A：（今年も他の試験種で面接を受けたことを話したことから）どこを併願したのか。
　　　　　　A：官庁訪問の結果は。家裁の結果は。

　　　　　A：退職した理由。
　　　　　A：今民間は景気が良く、公務員はむしろその逆だが、なぜ公務員なのか。
　　　　　A：公務員の中でもなぜ法務教官を志望したのか。
　　　　　B：官庁訪問ではどこを訪問したのか。法務省の矯正局は訪問したのか。
　　　　　B：大学では何を専攻していたか。
　　　　　B：心理学の中での得意分野、苦手分野。
　　　　　B：心理学のどういうところが法務教官の仕事に活かせるか。
　　　　　（以下、質問が二つ続くが諸事情により割愛。）

　　　　　C：（アルバイトで家庭教師をしていた話から派生して）勉強をしたがらない子どもにどう接するか。何を心掛けるか。
　　　　　C：ピアノを6歳から24歳まで続けられたのは何故だと思うか。
　　　　　C：雑用や、難しい仕事を押し付けられることもあるが、どう対処するか。
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